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ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
８
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北
地
方

東
北
地
方

東
北
地
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へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
遠
征

遠
征

遠
征

遠
征
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鳥
海
山

鳥
海
山

鳥
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山
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山
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山
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山
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山

八
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山
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山

登
山
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登
山
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鳥
海
山

鳥
海
山

鳥
海
山

鳥
海
山
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◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

０
８

月
２

６
日

(
日

)
～

２
９

日
(
水

)
 
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

大
江

加
予

子
、

徳
子

、

畑
林

清
子

、
生

熊
千

満
子

、
上

村
洋

司
・

和
美

、
生

駒
純

子
、

中
前

道
康

・
余

志
子

、
松

本
 

栄
、

中
西

陽
子

、
樋

口
義

也
、

高
階

鈴
子

・
美

根
子

、
奥

村
順

夫
、

竹
中

卓
治

、
三

井
幹

雄
、

野
崎

 
肇

、
石

橋
哲

郎
・
隆

子
、
ア

ラ
ン
・
モ

ス
、
椎

木
 

尭
・

照
子

。
梶

野
照

雄
(
2
8
～

2
9
)
。

 
 

 
 

 
 

 
２

７
名

、
 

添
乗

員
；

和
歌

山
・

新
日

本
旅

行
 

中
西

和
子

。
 

 

 
 

 
８８ ８８
月月 月月
２２ ２２
６６ ６６
日日 日日
(( ((
日日 日日
)) )) 

山
形

県
天

気
；

曇
り

雨
後

雨
 

沖
﨑

宅
６

時
前

に
出

発
し

た
沖

﨑
車

( 中
前

夫
妻

・
松

本
･
生

駒
・

中
西

同

乗
) 、

大
江

車
( 児

嶋
・

畑
林

・
生

熊
・

添
乗

員
中

西
同

乗
) は

、
阿

田
和

ピ
ネ

で
上

村
車

( 川
島

同
乗

) と
合

流
し

、
待

合
せ

場
所

の
伊

勢
道

・
安

濃
Ｓ

Ａ
で

尾
鷲

・
海

山
組

の
奥

村
車

( 樋
口

・
高

階
姉

妹
・

竹
中

同
乗

) と
合

流
。

 

４
台

で
新

名
神

道
・

名
神

道
を

経
て

中
国

道
・

豊
中

IC
で

降
り

て
伊

丹

空
港

の
南

タ
ー

ミ
ナ

ル
に

上
村

・
大

江
車

が
先

着
。

 

し
ば

ら
く

待
つ

が
沖

﨑
・

奥
村

車
が

着
か

ず
携

帯
電

話
で

連
絡

す
る

と
、

程
な

く
し

て
北

タ
ー

ミ
ナ

ル
に

到
着

と
の

事
。

去
年

の
秋

田
空

港
へ

の
発

着

は
南

タ
ー

ミ
ナ

ル
で

あ
っ

た
が

、
今

回
の

山
形

空
港

へ
の

発
着

は
、

北
タ

ー

ミ
ナ

ル
と

の
こ

と
で

南
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
降

り
た

人
は

、
北

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

移

動
、

駐
車

場
「

ア
サ

ヒ
」

で
車

を
預

け
た

運
転

者
も

戻
り

、
添

乗
員

・
中

西

さ
ん

か
ら

各
自

に
搭

乗
券

が
渡

さ
れ

、
手

荷
物

を
預

け
る

頃
に

は
石

橋
夫

妻
、

椎
木

夫
妻

も
到

着
さ

れ
、
１

０
時

過
ぎ

に
三

井
・
野

崎
氏

と
ア

ラ
ン

･
モ

ス
さ

ん
も

到
着

さ
れ

全
員

揃
う

。
 

今
回

、
新

宮
か

ら
亀

の
子

会
等

で
山

登
り

さ
れ

て
い

る
中

前
夫

妻
・
松

本
・

生
駒

・
中

西
さ

ん
並

び
に

三
井

さ
ん

が
四

国
８

８
ヵ

所
霊

場
巡

り
で
知

り
合

い
に

な
っ

た
ア

ラ
ン

・
モ

ス
さ

ん
も
初

参
加

さ
れ

た
。

 

１
１

時
５

０
分

発
(
J
A
L
2
2
3
5
便

)
の

た
め

、
１

１
時
３

０
分
迄

に
２

２
番

搭
乗

口
に
集

合
す

る
事

に
し

て
、

各
自

で
昼
食

を
摂

る
。

 

 
 

 

北
タ

ー
ミ

ナ
ル

で
待

機
 

 
 

 
２

２
番

搭
乗

口
・

待
合

椅
子

で
搭

乗
待

機
 

 梶
野

氏
は

。
見
送

り
に
来

て
下

さ
っ

た
の
だ

が
、

大
半

の
方

は
食

事
の

た

め
に

２
階

出
発
ロ
ビ

ー
に
入

っ
た

の
で
逢
え

な
か

っ
た

。
 

定
刻

の
１

１
時
５

０
分

に
離
陸

、
長

野
県

上
空
通

過
時

に
は
富
士

山
や

ア

ル
プ

ス
の
雪
渓

が
望
ま

れ
た

が
、
山

形
空

港
に

到
着

す
る

頃
に

は
雨
雲

に
覆

わ
れ

た
中

で
の

、
定
刻

１
３

時
０
５
分

に
山

形
空

港
に

到
着

。
空

港
を

出
る

と
雨

も
止
み

曇
り

空
で

あ
る

。
 

貸
切
バ

ス
は

、
奇
遇

に
も
昨

年
ト

ラ
ブ

ル
の

あ
っ

た
象
潟

合
同
バ

ス
で

車

輌
も
佐
藤

運
転

手
さ

ん
も
一
緒

で
、

４
日
間
お
世

話
に

な
る

事
に

な
っ

た
。
 

空
港

か
ら
東

北
中
央

道
に
入

り
、

山
形
J
C
T
で

山
形

自
動

車
を
走

行
す

る

頃
か

ら
雨

が
降

り
出

し
、
月

山
付
近

の
道
路
沿

い
の

山
々

に
は

濃
霧

で
視
界

が
悪

く
車
窓

か
ら

の
眺
め

が
良

く
な

い
。
鶴
岡
J
C
T
で

日
本

海
東

北
道

に
入

り
酒

田
I
C
で

降
り

、
最

上
川

と
新

井
田

川
に
挟
ま

れ
た
地

の
山
居
倉
庫

に
立

寄
る

。
 

山
居
倉
庫

は
、
明

治
２

６
年

に
建

て
ら

れ
、
米

の
積

出
港

と
し

て
賑
わ

っ

た
酒

田
の
歴
史

を
今

に
伝
え

、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
お

し
ん

」

の
ロ
ケ
地

に
な

っ
た

所
だ
そ

う
で

す
。
現
在

も
庄
内
米

の
保
管
庫

と
し

て
使

わ
れ

、
そ

の
中

に
庄
内
米
歴
史
資
料
館

が
あ

り
、
米

の
歴
史

と
米
作

り
の
ジ
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オ
ラ
マ

等
を
見
学

し
た

。
 

 
 

 

象
潟

合
同

バ
ス

に
荷

積
む

 
 

ケ
ヤ

キ
並

木
と

山
居

倉
庫

 
米

作
り

仕
事

の
ジ

オ
ラ

マ
 

 見
学

後
、
朝

の
出

発
が
早

い
の

で
、
近

く
に
在

っ
た

ス
ー
パ

ー
「
ヤ
マ
ザ

ワ
」

で
朝
食

と
昼
食

を
各

自
調
達

す
る

。
 

国
道

７
号
線

を
走

行
し

て
、
宿
泊

先
の
鳥

海
温
泉

・
遊
楽
里

へ
。

 

中
西

(
添

乗
員

)
さ

ん
か

ら
雨

天
で

登
れ

な
い

事
を
想
定

し
て
別
プ

ラ
ン

を

企
画

し
て

い
る

の
で

、
実

施
を
夕
食

後
ま

で
に
決
め

て
欲

し
い

と
の

事
。

 

湯
川
君

の
有
料

山
岳

気
象
情
報

は
「
午

前
中

降
水
確
率
３

０
％

、
午

後
か

ら
回
復

に
向

う
」

と
の
情
報

連
絡

等
に
よ

り
、
鳥

海
山

登
頂

に
リ
ベ

ン
ジ

す

る
事

を
決
定

す
る

。
 

 
 

 

夕
日

・
天

候
回

復
？

 
 

 
夕

食
「

松
露

の
膳

」
 

 
 

 
乾

杯
！

 
 

 １
８

時
半

か
ら
夕
食

と
な

り
沖

﨑
氏

の
「
明

日
の

天
候

回
復

と
全

員
登
頂

さ
れ

る
事

を
！

」
の

発
声

で
乾
杯

。
 

夕
食

は
、
前
菜
・
海
そ

う
め

ん
の
ポ

ン
酢

和
え
・
銀

ヒ
ラ

ス
の
塩
麹
焼
き

・

ス
ズ
キ

の
天
麩
羅

・
牛
肉
陶
板
焼
き

・
変
わ

り
む
き
そ

ば
・
白
飯

・
お
吸

い

物
・
遊
楽
里

自
家
製
漬

け
、
フ

ル
ー
ツ

の
「

松
露

の
膳

」
。

 

明
日

、
鳥

海
山

へ
は

４
時
起
床

、
５

時
出

発
の

た
め

、
２

０
時
半

に
終
宴

と
し

た
。

 

 
 

 

夕
食

の
懇

親
・

懇
談

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
5
:
5
0
→

阿
田

和
・

ピ
ネ
6
:
0
5
→
紀

勢
・

大
内

山
I
C
7
:
0
5
→

8
:
0
0
安

濃

S
A
8
:
2
0
→

9
:
1
5
中

国
道

・
豊

中
I
C
→

9
:
2
5
伊

丹
空

港
1
1
:
5
0
→
J
A
L
2
2
3
5
→

1
3
:
0
5
山

形
空

港
1
3
:
3
0
→
1
5
:
0
0
酒

田
I
C
→
1
5
:
1
0
山
居
倉
庫
1
6
:
2
5
→

1
7
:
0
0
鳥

海
温
泉

・
遊
楽
里

(
宿
泊

)
。
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「
鳥
海
山

鳥
海
山

鳥
海
山

鳥
海
山
」」 」」
８８ ８８
月月 月月
２
７

２
７

２
７

２
７
日日 日日
(( ((
月月 月月
)) )) 
薄
曇

り
時
々
晴

 

 朝
起
き

て
ま

ず
天
候

を
確
認

す
る

と
雨

も
あ

が
り

、
薄

曇
の

空
模
様

で
あ

り
、
昨

日
ま

で
雨

を
降

ら
せ

た
秋

雨
前
線

が
想
定
よ

り
南
下

し
た
様
だ

。
 

遊
楽
里

を
５

時
前

に
出

発
、
鳥

海
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
か

ら
日

本
海

も
望
ま

れ

雲
の

合
間

か
ら
青

空
も
望
ま

れ
る

。
象
潟

口
登

山
口

(
五

合
目

)
鉾
立

駐
車

場

(
1
1
5
0
m
)
に
５

時
半

に
到

着
、

気
温

１
２
℃

。
身
支
度

と
ト
イ
レ
休
憩

の
間

に
、

夫
々

が
膝

の
屈
伸

等
の
準
備
体
操

を
し

て
貰

う
。

 

 
 

 

 
 
５

合
目

鉾
立

駐
車

場
で

夫
々

が
登

山
準

備
 

 
 

 
象

潟
口

の
登

山
口

 

 先
頭

は
、
熊

野
古

道
・
伊

勢
路

の
語

り
部

と
し

て
ご
活
躍

の
樋

口
さ

ん
に

、

シ
ン
ガ
リ

は
、

沖
﨑

氏
に
お
願

い
し

た
。

 

５
時

４
５
分

に
登

山
口

を
出

発
、
舗
装

登
山

道
を
約

２
０
分

登
る

と
展
望

台
が

あ
る

。
奈

曾
渓

谷
が
一
望

さ
れ

る
が

、
山
頂

は
雲

に
覆
わ

れ
て

い
て

、

前
回

と
同

じ
様

な
空
模
様

で
あ

る
が

、
今

日
は

風
が

弱
い

。
 

木
道

を
過

ぎ
石

段
の

道
を

登
り

出
す

と
、

前
方

尾
根

に
何

か
白

い
物

が
沸

き
立

っ
て

い
る

、
朝
霧
だ

ろ
う

と
思

っ
た

が
違

う
・

・
・
約

２
０
分

歩
く

と

登
山

道
脇

の
水
パ
イ
プ

か
ら

高
さ

８
～

１
０

ｍ
の

水
煙

の
水

漏
れ

で
あ

り
、

傍
を
通

過
す

る
間

に
び

し
ょ

濡
れ

に
な

る
。

 

手
入

れ
さ

れ
た

石
畳

の
尾

根
登

山
道

を
辿

り
、

チ
シ
マ
ザ

サ
(
根

曲
が

り

竹
)
を

刈
り

開
い

た
尾

根
斜

面
下

へ
と

辿
り

、
賽

の
河

原
(
６

合
目

;
1
5
2
0
m
)

手
前

で
小
休
止

。
周

り
に

は
ニ

ッ
コ

ウ
キ

ス
ゲ

、
チ

ョ
ウ

カ
イ

ア
ザ

ミ
、
白

い
ウ

ウ
メ
バ

チ
ソ

ウ
等

の
高

山
植

物
が

咲
い

て
い

て
、
イ
ワ
イ

チ
ョ

ウ
が

黄

色
く

色
づ

い
て

い
た

。
 

石
畳

道
を

再
び

登
り
切

り
緩
や

か
に

登
山

道
を

辿
り

、
御

浜
神

社
の
鳥
居

を
く

ぐ
っ

て
７

合
目

・
御

浜
小

屋
(
1
7
0
0
m
)
に

７
時

４
５
分

に
到

着
。

 

 
 

 
 

 
水

パ
イ

プ
の

水
煙

 
 

 
尾

根
登

山
道

で
小

休
止

 
賽

の
河

原
直

前
で

小
休

止
 

 
 

 

御
浜

神
社

鳥
居

を
く

ぐ
る

 
御

浜
小

屋
下

の
お

花
畑

 
 

御
浜

小
屋

上
の

尾
根

 

 御
浜
小

屋
と
ト
イ
レ
建

屋
の
間

か
ら

縦
走

尾
根

に
出

ら
れ

る
様

に
な

っ
て

い
た

。
去

年
は

、
此

処
で

強
風

の
た
め

撤
退

し
た

が
、

今
日

は
ガ

ス
の
切

れ

間
か

ら
鳥

海
湖

が
う

っ
す

ら
見
え

る
が
や

は
り

山
頂

は
見
え

な
い

。
 

御
浜
小

屋
か

ら
緩
や

か
な

所
々

溶
岩
露

出
の

尾
根

を
登

り
き

る
と

扇
子

森
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(
1
7
5
9
m
)
で

、
上
部

は
な
だ

ら
か

で
御

田
ヶ

原
と

呼
ば

れ
て

い
る

。
雲

が
無

く

な
り
鳥

海
山

が
望
め

る
様

に
な

る
。

緩
や

か
に
下

っ
た

鞍
部

は
御

田
ヶ

原
分

岐
(
山
頂
3
.
2
㎞

、
御

浜
0
.
8
㎞

)
で

あ
る

。
 

 
 

 

鳥
海

山
が

望
め

る
 

 
 

な
だ

ら
か

な
御

田
ヶ

原
 

八
丁

坂
と

外
輪

山
か

ら
の

山
頂

 

 

こ
こ

か
ら

の
登

り
は

、
八

丁
坂

で
登

り
き

る
と

七
五

三
掛

(
し

め
か

け

1
8
2
0
m
)
。

こ
こ

の
石

祠
に

熊
野

修
験

の
碑
伝

(
H
2
8
)
が

奉
納

さ
れ

て
い

た
。

 

以
前

は
、

こ
こ

か
ら

千
蛇

谷
コ

ー
ス
分

岐
で

あ
っ

た
が

、
登

山
道

の
崩

落

に
よ

り
５

０
ｍ

上
の
分

岐
に

な
っ

た
が

、
こ

こ
も
通

れ
な

く
な

り
、
現
在

は

２
０

０
ｍ

上
に

、
千

蛇
谷

コ
ー

ス
と

外
輪

山
コ

ー
ス

の
分

岐
が

あ
る

。
 

 
 

 

七
五

三
掛

の
標

柱
 

 
 

七
五

三
掛

で
小

休
止

 
 

千
蛇

谷
へ

の
下

り
斜

面
 

 

千
蛇

谷
コ

ー
ス

へ
と

進
む

と
斜

面
の

登
山

道
は

、
積
雪

時
の

斜
面

の
登

山

道
確
保

の
為

に
、
両

脇
に
３

本
の

丸
太

が
積
ま

れ
た

(
約
5
0
㎝

弱
)
道

を
辿

る
。
 

現
在

の
千

蛇
谷
分

岐
か

ら
は

、
ジ

グ
ザ

グ
に

旧
千

蛇
谷

コ
ー

ス
ま

で
下

り
、

支
尾

根
を

捲
い

て
急

な
外

輪
山
内

の
急

斜
面

を
下

り
、
雪
渓

の
上

を
歩

い
て

渡
り

、
新

山
ド

ー
ム

か
ら

張
り

出
し

た
尾

根
下

に
登

る
。

奥
村
君

は
、

少
し

遅
れ

て
雪
渓

へ
と
下

っ
て

い
る

の
で

、
此

処
で

し
ば

ら
く

待
機

す
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
千

蛇
谷

の
雪

渓
を

渡
る

 
 

 
 

 
 

 
外

輪
山

の
溶

岩
登

山
道

 

こ
れ
よ

り
谷
沿

い
に

登
っ

て
高
度

を
か

せ
ぎ

、
支

谷
を

横
切

り
、

外
輪

山

急
斜

面
の

溶
岩

の
登

山
道

を
ジ

グ
ザ

グ
の

登
り
き

る
と

、
鳥

海
山

大
物

忌
神

社
の
鳥
居

が
あ

る
。

風
除

け
石

垣
の
間

を
通

り
抜

け
る

と
、

大
物

忌
神

社
御

本
社

・
社

務
所

と
御

室
小

屋
が

あ
る

。
 

 
 

 

鳥
海

山
大

物
忌

神
社

の
鳥

居
 

大
物

忌
神

社
社

務
所

(
左

)・
御

本
社

と
御

室
小

屋
(
右

)
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早
く

到
着

し
た

上
村

洋
・

ア
ラ

ン
さ

ん
だ

け
は

、
直

ぐ
に

新
山

山
頂

へ
。

 

参
拝

を
済
ま

せ
着

い
た
方

か
ら
昼
食

。
 

児
嶋

カ
フ

ェ
ー

開
店

で
、
奥

村
氏

は
コ

ー
ヒ

ー
用

の
水
5
0
0
m
l
を

担
い
だ

の

で
、

神
社
ま

で
登

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

頑
張

っ
た

が
、

外
輪

山
直
下

で

沖
﨑

氏
が

奥
村
君

の
ザ

ッ
ク

を
担

い
で

登
っ

て
来

て
、

１
１

時
２

０
分

頃
に

鳥
海

山
大

物
忌

神
社

に
全

員
が

到
着

。
 

 
 

 

 
 

 
神

社
鳥

居
傍

で
昼

食
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
鳥

居
で

記
念

撮
影

 

 樋
口

氏
は

、
神

社
に

荷
物

を
デ
ポ

し
戻

っ
て

か
ら

外
輪

山
コ

ー
ス

に
登

る
。

そ
れ

以
外

は
、

荷
を

担
い

で
山
頂

を
踏

ん
で

か
ら

、
外

輪
山

コ
ー

ス
に

行
く

事
こ

と
に

す
る

。
 

 
 

 

新
山

溶
岩

ド
ー

ム
 

 
 

 
溶

岩
岩

山
の

登
り

 
 

 
 

急
峻

な
ル

ン
ゼ

下
降

 

溶
岩

の
岩

山
は

、
ス
ト

ッ
ク

を
収

納
し

ペ
ン
キ
マ

ー
ク

に
導

か
れ

て
、

両

手
両

足
を
使

っ
て

忠
実

に
登

り
、
一

旦
急

峻
な

ル
ン

ゼ
を
下

降
し

て
、
再
度

、

岩
山

を
登

っ
た

と
こ

ろ
が
鳥

海
山

新
山

の
山
頂

(
２

２
３

６
ｍ

)
で

、
４

～
５

人
し

か
立

て
な

い
。

尚
、

岩
が

濡
れ

る
と

登
る

の
は

難
儀

す
る
だ

ろ
う

。
 

 
 

 

鳥
海

山
・

新
山

山
頂

 
 

 
眼

前
の

七
高

山
(
2
2
2
9
m
)
 

 
外

輪
山

へ
と

下
降
 

 

 
 

 

 
胎

内
く

ぐ
り

 
 

 
 

 
急

峻
な

斜
面

を
下

降
 

 
御

室
小

屋
分

岐
か

ら
下

る
 

 帰
路

は
、

外
輪

山
コ

ー
ス

へ
と
下

り
、

胎
内

く
ぐ

り
を

抜
け

る
と

程
な

く

小
さ

い
溶

岩
の

急
斜

面
を
ト

ラ
バ

ー
ス

し
て

か
ら
下

り
、

御
室
小

屋
へ

の
分

岐
(
樋

口
氏

合
流

)
を

過
ぎ

、
最

低
部

の
谷

を
横
切

り
、

外
輪

山
へ

の
急

峻
な

溶
岩

岩
山

を
ジ

グ
ザ

ク
登

り
、

外
輪

山
尾

根
へ

１
３

時
１

０
分

に
到

着
。
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こ
こ

に
は

、
山
頂
0
.
5
㎞

、
御

室
小

屋
0
.
4
㎞

の
標

識
が

あ
る

。
 

此
処

か
ら

帰
路

の
所

要
時
間

を
勘

案
す

る
と

、
ゆ

っ
く

り
し

て
い

る
と

１

８
時

頃
に

な
り
そ

う
で

あ
り

、
小
休
止

を
少

な
く

す
る

必
要

が
あ

り
、

揃
っ

た
と

こ
ろ

で
出

発
。

奥
村
君

は
先
頭
付
近

を
歩

か
す

こ
と

に
す

る
。

尚
、

七

高
山

の
三

角
点

は
、
近

い
が

時
間

が
か

か
り

過
ぎ

て
い

る
の

で
カ

ッ
ト

す
る

。
 

 
 

 

 
外

輪
山

コ
ー

ス
尾

根
へ

 
新

山
山

頂
と

御
室

小
屋

 
 

こ
れ

か
ら

辿
る

外
輪

山
 

 な
だ

ら
か

な
尾

根
を
下

り
、

尾
根

左
下

を
通

り
、

し
ば

ら
く

歩
く

と
尾

根

鞍
部

に
パ
イ
プ

梯
子

が
あ

る
。

以
前

は
御

室
小

屋
か

ら
こ

こ
に

至
る

登
山

道

が
在

っ
た

と
の

こ
と

。
梯

子
を

登
る

と
直

ぐ
に

行
者
岳

(
2
1
5
9
m
)
で

あ
る

。
 

 
 

 

新
山

山
頂

と
千

蛇
谷

源
流

 
 

 
 

伏
拝

岳
 

 
 

 
山

頂
か

ら
辿

っ
た

外
輪

山
 

 

薄
曇

の
天
候

な
の

で
外

輪
山

コ
ー

ス
か

ら
の
眺
望

も
あ

り
、

大
パ

ノ
ラ
マ

を
堪

能
し

な
が

ら
外

輪
山

尾
根

を
下

る
。

伏
拝
岳

は
、

河
合
宿

へ
の
分

岐
に

な
っ

て
い

る
。
鳥

海
山

と
外

輪
山

の
眺
望

が
最

後
に

な
る

文
殊
岳

で
小
休
止

。
 

文
殊
岳

を
過

ぎ
る

と
尾

根
道

は
、

ハ
イ
マ
ツ
や

色
づ
き

始
め

た
ナ

ナ
カ
マ

ド
が
見

ら
れ

る
様

に
な

る
が

、
急

峻
な
下

り
と

な
り

右
手

側
は

外
輪

山
の

絶

壁
が

足
下

に
見
え

る
所

も
あ

る
の

で
慎

重
に
下

る
。

 

 
 

 

文
殊
岳

(
2
0
0
5
m
)
 

 
ハ

イ
マ

ツ
尾

根
を

下
る

 
御

浜
小

屋
へ

の
尾

根
と

鳥
海

湖
 

 千
蛇

谷
分

岐
、

七
五

三
掛

を
過

ぎ
、

帰
路
最

大
登

り
に

な
る

御
田

ヶ
原

に

は
、

ゆ
っ

く
り

登
っ

て
小
休
止

。
 

御
田

ヶ
原

か
ら

し
ば

ら
く
下

る
と

御
浜
小

屋
が
見
え

、
小

屋
上

の
尾

根
で

ト
イ
レ
休
憩

等
最

後
の
休
憩

と
す

る
。

 

石
橋

さ
ん

は
、
膝

の
調

子
が
良

く
な

い
と

の
事

。
御

浜
小

屋
を

１
５

時
４

５
分

に
下

山
。

 

賽
の

河
原

過
ぎ

た
地

点
で
小
休
止

し
た

が
、

川
島

が
飲
め

る
水

を
捜

し
に

少
し
下

る
と

言
っ

た
が

、
水

を
直

す
、

即
ち

「
パ
イ
プ

の
水

漏
に
下

る
」

と

伝
わ

っ
た
様

で
、
そ

れ
で

は
と

専
門

技
術

の
あ

る
野

崎
さ

ん
が

水
漏

れ
パ
イ

プ
を

修
理

す
る

と
先

行
下

山
さ

れ
た

の
で

、
修

理
を
見
学

す
る

と
後

に
続

い

て
下

山
。

水
漏

れ
箇

所
は

既
に

修
復

さ
れ

て
い

た
。

 

鉾
立

駐
車

場
に

は
先

着
者

は
１

７
時

２
０
分

に
着
き

、
最

後
尾

は
１

７
時

４
５
分

に
到

着
。
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２
６

名
全

員
が

、
所

要
時
間

１
２

時
間

歩
い

て
鳥

海
山

へ
登
頂

し
、

無
事

下
山

し
た

こ
と

は
快

挙
と

言
え

る
。

 

 
 

 

御
浜

小
屋

へ
の

下
り

 
 

 
御

浜
小

屋
に

戻
る

 
 

 
鉾

立
駐

車
場

に
下

山
 

 無
事
下

山
の

記
念

写
真

を
撮

り
、
１

７
時
５
５
分

に
鉾
立

駐
車

場
を

出
発

。
 

鳥
海

山
登
頂

を
祝

っ
て

か
・

・
・

飲
め

る
方

に
ビ

ー
ル

が
配

ら
れ

。
乾

い

た
喉

を
潤

す
と

共
に
リ
ベ

ン
ジ

登
頂

成
功

に
安

堵
す

る
。

さ
す

が
に

疲
れ

も

あ
り

静
か

な
車
内

と
な

る
。

 

バ
ス

は
、
日

本
海
東

北
道

の
象
潟
I
C
に
入

り
、
河

辺
J
C
T
で

秋
田

道
を
走

行

し
て
一

回
ト
イ
レ
休
憩

。
二
ツ

井
白

神
I
C
で

降
り

て
、

国
道

７
号
線

に
入

り

大
館

駅
前

の
宿
泊

先
グ

ラ
ン

ド
パ

ー
ク

ホ
テ

ル
大
館

に
２

０
時
５

０
分

到
着

。
 

風
呂

に
入

り
、
夕
食

は
各

自
で

行
い

就
寝

し
た

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

鳥
海
温
泉

・
遊
楽
里

4
:
5
5
→
5
:
3
0
鉾
立

駐
車

場
5
:
4
5
→
6
:
0
0
展
望

台
→

6
:
2
0
パ
イ
プ

水
漏

れ
箇

所
→
7
:
1
0
賽

の
河

原
→
7
:
4
5
御

浜
小

屋
7
:
5
5
→

8
:
1
5

扇
子

森
(
御

田
ヶ

原
)
→

8
:
3
0
御

田
ヶ

原
分

岐
→

8
:
5
0
七
五

三
掛

9
:
0
0
→

9
:
1
0

千
蛇

谷
分

岐
→

9
:
2
5
雪
渓

渡
る
→
1
0
:
0
0
頂

上
⑥
→
1
0
:
3
0
頂

上
⑧
→
1
1
:
0
0

鳥
海

山
大

物
忌

神
社

(
昼
食

)
1
2
:
0
0
→
1
2
:
2
0
鳥

海
山

・
新

山
1
2
:
4
0
→
1
2
:
5
5

御
室
小

屋
分

岐
→
1
3
:
1
0
外

輪
山

尾
根
1
3
:
2
0
→
1
3
:
4
0
行

者
岳
→
1
3
:
4
5
伏

拝

岳
→
1
4
:
1
0
文

殊
岳
1
4
:
2
0
→
1
4
:
4
0
千

蛇
谷
分

岐
→
1
4
:
4
7
七
五

三
掛
→

1
5
:
0
5
御

田
ヶ

原
分

岐
→
1
5
:
2
0
扇

子
森

(
御

田
ヶ

原
)
→
1
5
:
3
0
 
御

浜
小

屋

1
5
:
4
5
→
1
6
:
2
0
賽

の
河

原
→
1
7
:
1
3
展
望

台
→
1
7
:
2
0
鉾
立

駐
車

場
1
7
:
5
5
→

2
0
:
5
0
グ

ラ
ン

ド
パ

ー
ク

ホ
テ

ル
大
館

(
宿
泊

)
。

 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
川

島
、

写
真

；
野

崎
・

大
江

徳
・

川
島

)
 

  
 

 
 

 


